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価値創造の歴史

ビックカメラは、企業理念である「専門性と

先進性で、より豊かな生活を提案する進化し

続ける“こだわり”の専門店の集合体」を目指

して、音響映像商品、情報通信機器商品、家庭

電化商品、ゲーム・時計・玩具等の取扱商品の

拡大をするとともに、「都市型」×「駅前」×

「大型」を中心とした店舗出店やインターネッ

ト通販事業の拡大を進めてきました。また

ロードサイド型店舗を運営する株式会社コジ

マやリユース事業・サポートサービス事業を

強みとする株式会社ソフマップ等と提携し、

グループの強化にも努めてきました。

ビックカメラグループは、2021年に制定

したパーパスの実現を目指し、特定したマテ

リアリティに取組むことで環境配慮等、社会

に貢献することで、企業価値の更なる向上を

目指していきます。

1980
会社設立

1987
（株）ビック 
コンタクト設立

1992
（株）東京羽毛工房 
（現（株）生毛工房）設立

ビックポイントカード導入

1993
（株）東京サービス 
ステーション設立

1994
（株）ビックパソコン館 
設立

1999
日本ビーエス放送企画（株） 
（現 日本BS放送（株））設立

2001
（株）ビック酒販設立

有楽町店、立川店、 
なんば店、札幌店 
開店

長期保証サービス開始

2003
インターネット通販サイト 
「ビックカメラ.com」開設

新宿西口店開店

2004
豊島ケーブル 
ネットワーク（株） 
子会社化

2006
（株）ソフマップ子会社化

2007
ビックカメラ製品 
安全自主行動指針および 
製品事故等対応規則を制定

2010
（株）ビックアウトレット設立

船橋駅Face店、聖蹟桜ヶ丘駅店、 
相模大野駅店、新宿東口駅前店 
開店

2011
ドラッグ事業開始

2012
コンビニ受取サービス開始

（株）コジマ子会社化

ビックロ新宿東口店開店

2015
大阪商品センター開設

2016
住設事業開始

（株）WILBYの株式取得

2017
船橋商品センター開設

2018
（株）ビックカメラ楽天設立

コンタクト定期 
サービス開始

2020
日本橋三越開店

2020
監査等委員会設置会社

Apple専門店 
「Bic Style」開店

2019
EC売上 
1,000億円 
突破

2018
「プラチナくるみん」 
認定取得

（株）クリーンエネルギー 
総合研究所設立

2017
子育て支援のための 
都市型立地保育園 
「Bic Kids」開設

2015
ビックカメラ 
女子ソフトボール高崎を 
創部

2012
自立支援のための 
奨学金事業開始 
（ビックカメラ奨学金財団）

2011
ビックカメラ・エコツアー開催

2010
独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE）と
「製品安全活動の協力に関する協定」締結

2008
環境省の 
「エコ・ファースト 
制度」第1号に認定

東京証券取引所市場 
第一部に株式上場

社会福祉法人 
松柏児童園 
西台こども館開園

2006
ジャスダック証券取引所に 
株式上場

2004
らくらく宅配買取 
（現 ラクウル）開始

（株）ジェービーエス 
の株式取得

2001
（株）フューチャー・エコロジー設立

8,340億円

（株）エスケーサービス 
子会社化

ソフマップ中古通販サイト 
「リコレ！」開設

ビックカメラ「健康経営 
優良法人2021（ホワイト 
500）」に3年連続で認定

コジマ「健康経営優良法人 
2021」に2年連続で認定

ESGの取組み

くらし応援の取組み

パーパスを制定し、 
マテリアリティを特定

新型コロナウイルスワクチン 
職域接種実施

SDGs小学校課外事業開始

東京都スポーツ推進企業に 
認定

（株）じゃんぱら子会社化

2021

2021

1978

創業

くらし応援とESGの取組み

ビックイノベーション 
キャピタル創設

第1号案件：カメラブ（株）と
資本業務提携

（株）ビック 
ライフソリューション設立

2021年8月期 売上高
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